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文
京
区
青
少
年
プ
ラ
ザ

 （
bビ
ー

ラ

ボ

－l
a
b
）



公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

業
務
運
営
委
託
事
業
者
を
決
定

文
京
区
青
少
年
プ
ラ
ザ
の
運
営
は
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
事
業
者
（
以
下
事
業
者
）

が
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選
定
し
ま
し
た
。
数

社
の
応
募
が
あ
っ
た
中
、「
大
人
が
指
導
や
管

理
を
行
う
の
で
は
な
く
、
中
高
生
の
自
主
性

を
尊
重
し
て
一
緒
に
考
え
る
」
と
い
う
事
業

者
の
姿
勢
が
青
少
年
プ
ラ
ザ
の
運
営
方
針
と

一
致
し
て
い
た
こ
と
が
選
定
理
由
で
す
。
事

業
者
は
、
職
員
と
業
務
委
託
合
わ
せ
て
約

３
０
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
全
国
で
活
動
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
か

ら
高
校
生
の
進
路
選
択
サ
ポ
ー
ト
や
放
課
後

の
学
習
支
援
、
居
場
所
づ
く
り
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
文
京
区
と
事
業
者
と
の
契

約
形
態
は
業
務
運
営
委
託
と
し
、
相
互
で
話

し
合
い
な
が
ら
運
営
方
針
を
決
め
て
い
ま
す
。

区
は
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
12
月
に
青

少
年
プ
ラ
ザ
条
例
を
制
定
し
、
翌
年
７
月
か

ら
区
内
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
へ
の
学
校

訪
問
、
対
話
イ
ベ
ン
ト
や
音
楽
ダ
ン
ス
イ
ベ

ン
ト
等
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
４
月
、
文
京
区
教
育
セ
ン

タ
ー
に
併
設
し
た
青
少
年
プ
ラ
ザ

（
b-

l
a
b
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

中
高
生
自
ら
が
主
役
と
な
る

未
来
を
つ
く
れ
る
場
所

「
b-

l
a
b
（
以
下
ビ
ー
ラ
ボ
）
」
は
、

正
式
名
称
で
あ
る
文
京
区
青
少
年
プ
ラ
ザ
の

愛
称
で
す
。
こ
の
施
設
を
よ
り
多
く
の
中
高

生
に
親
し
ん
で
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
開

設
準
備
中
の
平
成
26
年
度
に
区
内
在
住
在
学

の
中
高
生
を
対
象
に
愛
称
を
募
集
し
、
17
点

の
応
募
の
中
か
ら
審
査
の
結
果
、
高
校
３
年

生
（
当
時
）
が
考
え
た
愛
称
に
決
定
し
ま
し

た
。
ビ
ー
ラ
ボ
と
は
「
B
u
n
k
y
o 

l
a
b
o
r
a
t
o
r
y
（
研
究
所
・
実
験

室
）
」
の
略
称
で
、「
中
高
生
自
ら
が
主
役

と
な
る
未
来
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
」
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ラ
ボ
は
中
高
生
の
た
め
の
秘
密
基
地

の
よ
う
な
施
設
で
、
中
高
生
が
放
課
後
や
休

日
な
ど
、
自
分
の
好
き
な
時
間
に
自
由
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ
ー
ラ
ボ
を
運

営
し
て
い
く
う
え
で
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
居
場

所
、
き
っ
か
け
、
ス
テ
ー
ジ
の
３
つ
。
自
分
が

こ
こ
に
い
て
い
い
と
思
え
る
安
心
安
全
な
場

所
（
居
場
所
）
を
土
台
に
、
興
味
の
あ
る
こ

と
や
新
し
い
友
だ
ち
に
出
会
え
る
仕
掛
け
を

つ
く
り
（
き
っ
か
け
）、
中
高
生
が
主
体
的
に

ど
ん
ど
ん
動
い
て
い
け
る
よ
う
な
、
背
中
を

押
す
場
（
ス
テ
ー
ジ
）
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

先
生
で
も
友
だ
ち
で
も
な
い

「
ナ
ナ
メ
の
関
係
」

ビ
ー
ラ
ボ
の
運
営
は
、
事
業
者
の
ス
タ
ッ

フ
と
大
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
高
生
と

年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
身
近
な
お
兄
さ

ん
や
お
姉
さ
ん
的
存
在
で
す
。
中
高
生
に

と
っ
て
、
親
や
学
校
の
先
生
を
タ
テ
の
関

係
、
同
世
代
の
友
だ
ち
同
士
を
ヨ
コ
の
関
係

と
す
る
と
、
ビ
ー
ラ
ボ
の
運
営
ス
タ
ッ
フ

は
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
ナ
ナ
メ
の
関
係

で
す
。
中
高
生
と
日
常
的
に
一
緒
に
過
ご

し
、
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

中
で
、
日
々
の
悩
み
を
聞
い
た
り
、「
ビ
ー

ラ
ボ
で
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
思
い
を
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
一
緒
に
行
う

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ビ
ー
ラ
ボ
で
は
、
こ
の
ナ
ナ
メ
の
関
係

を
と
て
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ラ
ボ
を
利
用
し
て
い
る
中
高
生
は
、

こ
こ
に
来
る
こ
と
自
体
を
自
分
で
決
め
、
ど

う
過
ご
す
か
も
自
分
で
決
め
て
来
館
し
ま

す
。
そ
こ
に
面
白
み
を
感
じ
、
自
分
の
個
性

を
発
揮
し
て
、
の
び
の
び
と
過
ご
し
て
い
ま

す
。

ホール 音楽スタジオA 談話スペース

文京区

平
成
13
年
度
か
ら
協
議
さ
れ
た

青
少
年
の
居
場
所
の
必
要
性

平
成
13
年
度
、
文
京
区
青
少
年
問
題
協
議

会
に
設
置
し
た
「
青
少
年
の
居
場
所
検
討
部

会
」
の
報
告
書
の
中
で
、「
中
高
生
に
と
っ

て
一
番
安
ら
げ
る
場
所
が
『
家
庭
』
や
『
学

校
』
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
居
心
地
の
よ
い

環
境
・
関
係
に
終
始
し
、
未
経
験
の
こ
と
や

新
た
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
未
熟

な
面
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
反
面
、
好
き
な
こ

と
や
興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
、
積
極
的
に
挑

戦
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
た
め
、
中
高
生

の
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
止
め
る
場
や

機
会
が
必
要
」
と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
の
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は

青
少
年
育
成
プ
ラ
ン
「
は
じ
め
の
一
歩
」
が

策
定
さ
れ
、
青
少
年
の
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
、「『
社
会
性
』
を
身
に
つ
け
、
ひ
と
り
の

人
間
と
し
て
『
自
立
』
し
て
い
く
」
こ
と
を

掲
げ
て
お
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
推

進
項
目
と
し
て
「
心
と
体
の
居
場
所
づ
く

り
」
を
含
む
15
の
項
目
を
設
定
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
い
う
青
少
年
の
居
場
所
と
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
主
的
、
自
発
的
な
活
動
が
で
き

る
場
で
あ
っ
て
、
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り

活
動
発
表
を
し
た
り
す
る
中
で
、
自
己
の
存

在
感
を
実
感
し
、
精
神
的
な
充
実
感
が
得
ら

れ
る
場
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

青
少
年
が
集
ま
っ
て
「
遊
ぶ
」
場
と
す
る
だ

け
で
な
く
、
集
ま
っ
た
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

社
会
貢
献
に
向
け
る
機
会
と
す
る
こ
と
も
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
文
京
区
で

は
、
以
前
か
ら
中
高
生
の
居
場
所
に
関
す
る

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

旧
教
育
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
に

伴
い
、
青
少
年
プ
ラ
ザ
を
設
置

平
成
19
年
度
、「
旧
教
育
セ
ン
タ
ー
」
と

「
旧
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
老
朽
化
に
伴
う
建
て

替
え
の
検
討
が
契
機
と
な
り
、
平
成
21

（
２
０
０
９
）
年
に
「（
仮
称
）
青
少
年
プ
ラ

ザ
」
の
設
置
を
計
画
、
そ
の
後
、
数
年
に
わ

た
っ
て
検
討
が
進
め
ら
れ
、
文
京
区
教
育
セ

ン
タ
ー
等
建
物
基
本
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会

が
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
に
策
定

し
た
「
文
京
区
教
育
セ
ン
タ
ー
等
建
物
プ
ラ

ン
」
に
お
い
て
、
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
療
育
部
門
と
青
少
年
プ
ラ
ザ
を
併

せ
て
、
文
京
総
合
体
育
館
跡
地
に
複
合
施
設

と
し
て
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）
４
月
、
区
内
中
高

生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

同
年
５
月
に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
自
由
な
居
場
所
が
ほ

し
い
」
と
い
う
意
見
は
、「
放
課
後
の
秘
密
基

地
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
繋
が
り
ま
し
た
。

文
京
区
教
育
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、中
高
生
向
け
施
設「
文
京
区
青
少
年
プ
ラ
ザ
」を
併
設
し
て
い
ま
す
。開
設
か

ら
約
10
年
、放
課
後
を
過
ご
す
居
場
所
と
し
て
定
着
し
、友
だ
ち
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り
や
自
習
、ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド

の
練
習
の
ほ
か
、文
化
・ス
ポ
ー
ツ
、学
習
支
援
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
集
で
は
、施
設
の
成
り
立
ち
か
ら
運
営
方
針
、今
後
の
展
望
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

文
京
区
青
少
年
プ
ラ
ザ（
bビ
ー

ラ

ボ

－

l
a
b
）

中
高
生
が
放
課
後
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
安
心
安
全
な「
秘
密
基
地
」

文京区教育センター（青少年プラザb-lab併設）
所 在 地／文京区湯島4-7-10
開館時間／教育センターは8時30分～17時15分
　　　　　b-labは9時～21時
休 館 日／教育センターは日曜・祝日・年末年始
　　　　　b-labは年末年始
利用料金／b-labは中高生無料
アクセス／丸ノ内線本郷三丁目駅より徒歩10分
　　　　　大江戸線本郷三丁目駅より徒歩8分
　　　　　千代田線湯島駅より徒歩8分
お問い合わせ／教育センター TEL03-5800-2591
　　　　　b-lab TEL03-5800-2731

未来への取り組み
～23区の未来図～

第8回
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教育センター b-lab
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公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

業
務
運
営
委
託
事
業
者
を
決
定

文
京
区
青
少
年
プ
ラ
ザ
の
運
営
は
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
事
業
者
（
以
下
事
業
者
）

が
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選
定
し
ま
し
た
。
数

社
の
応
募
が
あ
っ
た
中
、「
大
人
が
指
導
や
管

理
を
行
う
の
で
は
な
く
、
中
高
生
の
自
主
性

を
尊
重
し
て
一
緒
に
考
え
る
」
と
い
う
事
業

者
の
姿
勢
が
青
少
年
プ
ラ
ザ
の
運
営
方
針
と

一
致
し
て
い
た
こ
と
が
選
定
理
由
で
す
。
事

業
者
は
、
職
員
と
業
務
委
託
合
わ
せ
て
約

３
０
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
全
国
で
活
動
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
か

ら
高
校
生
の
進
路
選
択
サ
ポ
ー
ト
や
放
課
後

の
学
習
支
援
、
居
場
所
づ
く
り
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
文
京
区
と
事
業
者
と
の
契

約
形
態
は
業
務
運
営
委
託
と
し
、
相
互
で
話

し
合
い
な
が
ら
運
営
方
針
を
決
め
て
い
ま
す
。

区
は
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
12
月
に
青

少
年
プ
ラ
ザ
条
例
を
制
定
し
、
翌
年
７
月
か

ら
区
内
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
へ
の
学
校

訪
問
、
対
話
イ
ベ
ン
ト
や
音
楽
ダ
ン
ス
イ
ベ

ン
ト
等
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
４
月
、
文
京
区
教
育
セ
ン

タ
ー
に
併
設
し
た
青
少
年
プ
ラ
ザ

（
b-

l
a
b
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

中
高
生
自
ら
が
主
役
と
な
る

未
来
を
つ
く
れ
る
場
所

「
b-

l
a
b
（
以
下
ビ
ー
ラ
ボ
）
」
は
、

正
式
名
称
で
あ
る
文
京
区
青
少
年
プ
ラ
ザ
の

愛
称
で
す
。
こ
の
施
設
を
よ
り
多
く
の
中
高

生
に
親
し
ん
で
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
開

設
準
備
中
の
平
成
26
年
度
に
区
内
在
住
在
学

の
中
高
生
を
対
象
に
愛
称
を
募
集
し
、
17
点

の
応
募
の
中
か
ら
審
査
の
結
果
、
高
校
３
年

生
（
当
時
）
が
考
え
た
愛
称
に
決
定
し
ま
し

た
。
ビ
ー
ラ
ボ
と
は
「
B
u
n
k
y
o 

l
a
b
o
r
a
t
o
r
y
（
研
究
所
・
実
験

室
）
」
の
略
称
で
、「
中
高
生
自
ら
が
主
役

と
な
る
未
来
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
」
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ラ
ボ
は
中
高
生
の
た
め
の
秘
密
基
地

の
よ
う
な
施
設
で
、
中
高
生
が
放
課
後
や
休

日
な
ど
、
自
分
の
好
き
な
時
間
に
自
由
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ
ー
ラ
ボ
を
運

営
し
て
い
く
う
え
で
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
居
場

所
、
き
っ
か
け
、
ス
テ
ー
ジ
の
３
つ
。
自
分
が

こ
こ
に
い
て
い
い
と
思
え
る
安
心
安
全
な
場

所
（
居
場
所
）
を
土
台
に
、
興
味
の
あ
る
こ

と
や
新
し
い
友
だ
ち
に
出
会
え
る
仕
掛
け
を

つ
く
り
（
き
っ
か
け
）、
中
高
生
が
主
体
的
に

ど
ん
ど
ん
動
い
て
い
け
る
よ
う
な
、
背
中
を

押
す
場
（
ス
テ
ー
ジ
）
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

先
生
で
も
友
だ
ち
で
も
な
い

「
ナ
ナ
メ
の
関
係
」

ビ
ー
ラ
ボ
の
運
営
は
、
事
業
者
の
ス
タ
ッ

フ
と
大
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
高
生
と

年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
身
近
な
お
兄
さ

ん
や
お
姉
さ
ん
的
存
在
で
す
。
中
高
生
に

と
っ
て
、
親
や
学
校
の
先
生
を
タ
テ
の
関

係
、
同
世
代
の
友
だ
ち
同
士
を
ヨ
コ
の
関
係

と
す
る
と
、
ビ
ー
ラ
ボ
の
運
営
ス
タ
ッ
フ

は
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
ナ
ナ
メ
の
関
係

で
す
。
中
高
生
と
日
常
的
に
一
緒
に
過
ご

し
、
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

中
で
、
日
々
の
悩
み
を
聞
い
た
り
、「
ビ
ー

ラ
ボ
で
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
思
い
を
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
一
緒
に
行
う

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ビ
ー
ラ
ボ
で
は
、
こ
の
ナ
ナ
メ
の
関
係

を
と
て
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ラ
ボ
を
利
用
し
て
い
る
中
高
生
は
、

こ
こ
に
来
る
こ
と
自
体
を
自
分
で
決
め
、
ど

う
過
ご
す
か
も
自
分
で
決
め
て
来
館
し
ま

す
。
そ
こ
に
面
白
み
を
感
じ
、
自
分
の
個
性

を
発
揮
し
て
、
の
び
の
び
と
過
ご
し
て
い
ま

す
。

ホール 音楽スタジオA 談話スペース

文京区

3



み
た
い
」
と
い
う
中
高
生
の
や
る
気
を
応
援

し
、「
安
心
し
て
何
に
で
も
挑
戦
で
き
る
放

課
後
の
居
場
所
」
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
中
高
生
の
挑
戦
は
主
に
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
年
間
約
２
４
０
本
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

は
定
例
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
運

営
ス
タ
ッ
フ
が
中
高
生
に
届
け
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
企
画
す
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
中
高
生

の
自
主
企
画
で
す
。
中
高
生
が
何
気
な
く

言
っ
た
ひ
と
言
を
ス
タ
ッ
フ
が
イ
ベ
ン
ト
に

発
展
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。
中

高
生
が
友
だ
ち
を
巻
き
込
み
な
が
ら
１
つ
の

企
画
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
は
、
成
長
へ
の

第
一
歩
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

最
近
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
メ
イ
ク
を
し
て
写
真
を
撮
っ
て
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
や
、
甘
い
物
好
き
の
中
学
生
に

よ
る
ク
レ
ー
プ
づ
く
り
、
世
界
大
会
に
も
出

場
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
縦
体
験
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
発
達
障
害
の

診
断
を
受
け
た
中
高
生
が
感
覚
過
敏
に
つ
い

て
伝
え
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
が
今
後
開
催
予
定

で
す
。

中
高
生
は
館
内
の
付
帯
設
備
も

す
べ
て
無
料
で
使
用
で
き
る

ビ
ー
ラ
ボ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
相
談

や
発
達
相
談
、
不
登
校
対
策
と
し
て
の
教
室

の
運
営
、
教
員
の
研
修
な
ど
教
育
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
お
よ
び
、
心
身
の
発
達
に

何
ら
か
の
遅
れ
や
偏
り
の
あ
る
子
ど
も
を
対

象
に
集
団
・
個
別
の
療
育
を
行
っ
て
い
る

「
文
京
区
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
施
設
内
に
併

設
し
て
い
ま
す
。

３
階
建
て
の
施
設
内
に
中
高
生
談
話
ス

ペ
ー
ス
（
１
階
・
お
し
ゃ
べ
り
や
自
習
な
ど

が
で
き
る
リ
ビ
ン
グ
の
よ
う
な
部
屋
）、
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
（
１
階
の
中
高
生
談
話
ス

ペ
ー
ス
内
・
料
理
や
ク
ラ
フ
ト
の
で
き
る
作

業
ス
ペ
ー
ス
）、
ホ
ー
ル
（
１
階
・
ダ
ン
ス

や
演
劇
な
ど
の
練
習
や
発
表
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
）、
音
楽
ス
タ
ジ
オ
Ａ
・
Ｂ
（
１

階
・
バ
ン
ド
演
奏
の
練
習
等
に
利
用
で
き
る

大
小
の
２
部
屋
）、
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
（
２
階

の
屋
外
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
設
置
す
る

な
ど
、
簡
単
な
運
動
が
で
き
る
）、
教
育
セ

ン
タ
ー
研
修
室
（
２
階
・
静
か
に
自
習
が
で

き
る
）
と
軽
運
動
室
（
３
階
・
卓
球
等
が
で

き
る
）
が
あ
り
、
中
高
生
は
楽
器
な
ど
の
付

帯
設
備
も
す
べ
て
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

中
高
生
の
自
主
性
を
大
切
に

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
つ
く
る

ビ
ー
ラ
ボ
は
、
中
高
生
が
自
主
的
な
活
動

を
通
じ
て
自
ら
の
可
能
性
を
広
げ
、
社
会
性

を
身
に
つ
け
た
自
立
し
た
大
人
へ
の
成
長
を

目
指
す
た
め
に
設
置
し
た
施
設
で
す
。
中
高

生
は
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
来
館
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
で
す
が
、
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
の
練

習
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
部
活

の
練
習
や
文
化
祭
の
ク
ラ
ス
練
習
な
ど
、
明

確
な
目
的
を
持
っ
て
来
館
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
運
営
ス
タ
ッ
フ
は
中
高
生

に
声
を
か
け
た
り
遊
び
に
参
加
し
て
関
係
性

を
つ
く
り
、
知
り
合
い
で
は
な
か
っ
た
中
高

生
同
士
を
つ
な
い
だ
り
、
会
話
の
中
か
ら
中

高
生
が
や
っ
て
み
た
い
イ
ベ
ン
ト
を
引
き
出

し
、
一
緒
に
企
画
・
実
施
す
る
な
ど
の
伴

走
・
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ラ
ボ
が
よ

り
良
い
場
所
に
な
る
よ
う
に
中
高
生
と
と
も

に
動
い
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
年
間
約
２
４
０
本

中
高
生
の
自
主
企
画
も
多
数

ビ
ー
ラ
ボ
で
は
「
も
っ
と
何
か
を
や
っ
て

ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
の
練
習
、料
理
、イ
ベン
ト
参
加
な
ど
、過
ご
し
方
は
多
種
多
様

プレイヤードで遊ぶ中高生

フェスでのダンスパフォーマンス

スタッフとの会話に興じる中高生

未来への取り組み～ 23 区の未来図～

広
報
誌
の
配
布
と
出
張
授
業
で

区
内
の
学
校
と
連
携

ビ
ー
ラ
ボ
か
ら
区
内
の
中
学
校
と
高
等
学

校
に
向
け
た
３
つ
の
広
報
誌
を
発
行
し
、
配

布
し
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

「
C
h
a
!
C
h
a
!
C
h
a
!
」
は
、
中
高

生
向
け
に
年
２
回
発
行
。
企
画
か
ら
編
集
ま

で
有
志
の
中
高
生
が
主
体
と
な
っ
て
作
成

し
、
２
万
５
０
０
０
部
を
発
行
、
区
内
の
中

学
校
と
高
等
学
校
に
通
う
生
徒
に
配
布
し
て

い
ま
す
。「
b-

l
a
b
た
よ
り
」
も
中
高
生

向
け
に
毎
月
発
行
し
、
イ
ベ
ン
ト
告
知
や
イ

ベ
ン
ト
参
加
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
ビ
ー

ラ
ボ
の
今
を
伝
え
て
い
ま
す
。
学
校
・
地
域

向
け
の
「
b-

l
a
b
通
信
」
は
、
各
月
発
行

で
ビ
ー
ラ
ボ
の
運
営
や
中
高
生
の
活
動
の
様

子
を
写
真
と
文
章
で
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
ビ
ー
ラ
ボ
で
は
、
区
内
の
中
学
校
に

対
し
て
出
張
授
業
「
出
張
b-

l
a
b
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ラ
ボ
の
ス
タ
ッ
フ
と

大
学
生
が
中
学
校
に
出
向
き
、
学
校
が
希
望

し
た
学
年
に
向
け
て
先
輩
と
し
て
の
経
験
談

を
紙
芝
居
を
使
っ
て
紹
介
し
、
中
学
生
と
対

話
を
す
る
キ
ャ
リ
ア
学
習
で
す
。
出
張
授
業

に
よ
り
ビ
ー
ラ
ボ
の
存
在
を
伝
え
、
継
続
的

に
利
用
者
が
集
う
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
方
と
の
連
携
も
進
ん

で
い
ま
す
。

区
内
２
か
所
目
と
な
る

青
少
年
プ
ラ
ザ
の
設
置
が
決
定

文
京
区
で
は
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
11

月
の
区
議
会
自
治
制
度
・
地
域
振
興
調
査
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
旧
大
塚
地
域
活
動
セ

ン
タ
ー
跡
地
活
用
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告

し
、
区
内
２
か
所
目
と
な
る
青
少
年
プ
ラ
ザ

の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
現
青
少
年
プ
ラ

ザ
と
同
様
に
、「
中
高
生
の
自
主
性
・
社
会

性
を
応
援
す
る
施
設
」
と
し
ま
す
が
、
中
高

生
の
利
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
仕
様
に

つ
い
て
は
、
現
青
少
年
プ
ラ
ザ
と
の
特
徴
の

区
内
地
域
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

ビ
ー
ラ
ボ
は
、
文
京
区
の
地
域
団
体
で
あ

る
青
少
年
健
全
育
成
会
（
以
下
育
成
会
）
と

の
連
携
も
行
っ
て
い
ま
す
。
育
成
会
と
は
、

文
京
区
の
青
少
年
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
、
町
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
少
年
委
員
等
が
力

を
合
わ
せ
、
キ
ャ
ン
プ
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

ス
キ
ー
教
室
、
お
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
区
内
に
は
９
つ
の
育

成
会
が
あ
り
、
総
勢
７
４
０
人
の
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ラ
ボ
で
は
地
域
連
携

と
し
て
育
成
会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
中
高
生
が

参
加
す
る
ほ
か
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
ク
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
子
ど

も
達
と
交
流
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に

ブ
ー
ス
の
出
展
は
、
中
高
生
が
得
意
分
野
を

披
露
す
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
児
童
館
と
の
連
携
も
あ

り
、
ビ
ー
ラ
ボ
を
利
用
し
て
い
る
中
高
生
が

小
学
生
向
け
の
ダ
ン
ス
教
室
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
区
内
を
拠
点
に
活

動
す
る
工
房
の
方
に
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
来

て
い
た
だ
き
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
と
レ
ー

ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
の
使
い
方
の
助
言
を
受
け
る

違
い
を
出
せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
施
設
設
備
や
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、

中
高
生
や
い
ず
れ
中
学
生
と
な
る
小
学
生
と

の
対
話
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
そ
の
意

見
を
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

ビ
ー
ラ
ボ
が
開
設
し
て
約
10
年
が
経
ち
、

利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
５

年
度
に
は
、
総
来
館
者
数
20
万
人
を
突
破

し
、
年
間
の
延
べ
利
用
者
数
は
、
９
年
目
に

し
て
初
め
て
３
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
放
課
後
の
居
場
所
を
求
め
る
中
高
生
が

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
区
と
し
て

は
こ
の
よ
う
な
中
高
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

中
高
生
の
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
居
場
所
づ

く
り
、
拠
点
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

ジャネット・サディク＝カーン氏意見交換

生徒だより「b-lab たより」

広報誌
（フリーペーパー Cha!Cha!Cha!)

学校レポート
「b-lab 通信」
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広
報
誌
の
配
布
と
出
張
授
業
で

区
内
の
学
校
と
連
携

ビ
ー
ラ
ボ
か
ら
区
内
の
中
学
校
と
高
等
学

校
に
向
け
た
３
つ
の
広
報
誌
を
発
行
し
、
配

布
し
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

「
C
h
a
!
C
h
a
!
C
h
a
!
」
は
、
中
高

生
向
け
に
年
２
回
発
行
。
企
画
か
ら
編
集
ま

で
有
志
の
中
高
生
が
主
体
と
な
っ
て
作
成

し
、
２
万
５
０
０
０
部
を
発
行
、
区
内
の
中

学
校
と
高
等
学
校
に
通
う
生
徒
に
配
布
し
て

い
ま
す
。「
b-

l
a
b
た
よ
り
」
も
中
高
生

向
け
に
毎
月
発
行
し
、
イ
ベ
ン
ト
告
知
や
イ

ベ
ン
ト
参
加
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
ビ
ー

ラ
ボ
の
今
を
伝
え
て
い
ま
す
。
学
校
・
地
域

向
け
の
「
b-

l
a
b
通
信
」
は
、
各
月
発
行

で
ビ
ー
ラ
ボ
の
運
営
や
中
高
生
の
活
動
の
様

子
を
写
真
と
文
章
で
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
ビ
ー
ラ
ボ
で
は
、
区
内
の
中
学
校
に

対
し
て
出
張
授
業
「
出
張
b-
l
a
b
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ラ
ボ
の
ス
タ
ッ
フ
と

大
学
生
が
中
学
校
に
出
向
き
、
学
校
が
希
望

し
た
学
年
に
向
け
て
先
輩
と
し
て
の
経
験
談

を
紙
芝
居
を
使
っ
て
紹
介
し
、
中
学
生
と
対

話
を
す
る
キ
ャ
リ
ア
学
習
で
す
。
出
張
授
業

に
よ
り
ビ
ー
ラ
ボ
の
存
在
を
伝
え
、
継
続
的

に
利
用
者
が
集
う
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
方
と
の
連
携
も
進
ん

で
い
ま
す
。

区
内
２
か
所
目
と
な
る

青
少
年
プ
ラ
ザ
の
設
置
が
決
定

文
京
区
で
は
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
11

月
の
区
議
会
自
治
制
度
・
地
域
振
興
調
査
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
旧
大
塚
地
域
活
動
セ

ン
タ
ー
跡
地
活
用
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告

し
、
区
内
２
か
所
目
と
な
る
青
少
年
プ
ラ
ザ

の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
現
青
少
年
プ
ラ

ザ
と
同
様
に
、「
中
高
生
の
自
主
性
・
社
会

性
を
応
援
す
る
施
設
」
と
し
ま
す
が
、
中
高

生
の
利
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
仕
様
に

つ
い
て
は
、
現
青
少
年
プ
ラ
ザ
と
の
特
徴
の

区
内
地
域
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

ビ
ー
ラ
ボ
は
、
文
京
区
の
地
域
団
体
で
あ

る
青
少
年
健
全
育
成
会
（
以
下
育
成
会
）
と

の
連
携
も
行
っ
て
い
ま
す
。
育
成
会
と
は
、

文
京
区
の
青
少
年
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
、
町
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
少
年
委
員
等
が
力

を
合
わ
せ
、
キ
ャ
ン
プ
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

ス
キ
ー
教
室
、
お
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
区
内
に
は
９
つ
の
育

成
会
が
あ
り
、
総
勢
７
４
０
人
の
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ラ
ボ
で
は
地
域
連
携

と
し
て
育
成
会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
中
高
生
が

参
加
す
る
ほ
か
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
ク
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
子
ど

も
達
と
交
流
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に

ブ
ー
ス
の
出
展
は
、
中
高
生
が
得
意
分
野
を

披
露
す
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
児
童
館
と
の
連
携
も
あ

り
、
ビ
ー
ラ
ボ
を
利
用
し
て
い
る
中
高
生
が

小
学
生
向
け
の
ダ
ン
ス
教
室
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
区
内
を
拠
点
に
活

動
す
る
工
房
の
方
に
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
来

て
い
た
だ
き
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
と
レ
ー

ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
の
使
い
方
の
助
言
を
受
け
る

違
い
を
出
せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
施
設
設
備
や
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、

中
高
生
や
い
ず
れ
中
学
生
と
な
る
小
学
生
と

の
対
話
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
そ
の
意

見
を
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

ビ
ー
ラ
ボ
が
開
設
し
て
約
10
年
が
経
ち
、

利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
５

年
度
に
は
、
総
来
館
者
数
20
万
人
を
突
破

し
、
年
間
の
延
べ
利
用
者
数
は
、
９
年
目
に

し
て
初
め
て
３
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
放
課
後
の
居
場
所
を
求
め
る
中
高
生
が

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
区
と
し
て

は
こ
の
よ
う
な
中
高
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

中
高
生
の
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
居
場
所
づ

く
り
、
拠
点
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

ジャネット・サディク＝カーン氏意見交換

生徒だより「b-lab たより」

広報誌
（フリーペーパー Cha!Cha!Cha!)

学校レポート
「b-lab 通信」

文京区

5
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12
月
16
日
（
月
）
に
第
4
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

予
算
案
件

・�

令
和
6
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）�

（
可
決
）

条
例
案
件

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

（
可
決
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

12
月
18
日
に
第
4
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主

な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

特
別
区
競
馬
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

特
別
区
競
馬
組
合
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

特
別
区
競
馬
組
合
職
員
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例�

（
可
決
）

・�

特
別
区
競
馬
組
合
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例�

（
可
決
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

12
月
18
日
に
第
2
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主

な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

12
月
26
日
に
第
4
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主

な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

令
和
6
年
度
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
施
設
整
備
基
金

条
例�

（
可
決
）

・�

墨
田
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

江
戸
川
清
掃
工
場
建
替
工
事
請
負
契
約
の
契
約
変
更

に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

令
和
6
年
第
4
回
特
別
区
競
馬

組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

令
和
6
年
第
4
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

令
和
6
年
第
2
回
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果

令
和
6
年
第
4
回
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果
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令
和
6
年
度
特
別
区
職
員
採
用
試
験
・
選
考
は
、
11

月
の
Ⅲ
類
採
用
試
験
等
の
合
格
発
表
を
も
っ
て
全
て
終

了
し
ま
し
た
。

採
用
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
今

年
度
に
お
け
る
採
用
予
定
数
は
過
去
最
高
を
更
新
し
た

一
方
で
、
申
込
者
数
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

特
別
区
職
員
採
用
試
験
・
選
考
の
実
施
状
況

⑴	

Ⅰ
類
採
用
試
験

�　

Ⅰ
類
採
用
試
験
【
春
・
秋
試
験
】
の
採
用
予
定
数

は
2
1
0
4
名
程
度
と
過
去
最
大
と
な
る
一
方
、
受

験
者
数
は
8
3
5
2
名
と
減
少
し
て
お
り
、
合
格
倍

率
は
過
去
最
低
の
2
・
1
倍
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、【
秋
試
験
】
で
は
、
土
木
造
園
（
土
木
）・
建
築

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
【
6
年
度
の
変
更
点
】

・
事
務
（
I
C
T
）
の
新
設

・
採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
を
3
年
間
に
延
長

・�

衛
生
監
視
（
衛
生
・
化
学
）
の
受
験
可
能
年
齢
の

引
上
げ

⑵	

Ⅲ
類
採
用
試
験

�　

採
用
予
定
数
1
6
3
名
程
度
に
対
し
、
受
験
者
数

は
1
6
0
9
名
と
な
り
、
昨
年
度
か
ら
約
5
0
0
名

の
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。
合
格
倍
率
は
3
・
1

倍
と
近
年
で
も
最
も
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑶	

障
害
者
を
対
象
と
す
る
採
用
選
考

�　

採
用
予
定
数
81
名
程
度
に
対
し
、
受
験
者
数
は

3
1
7
名
と
な
り
ま
し
た
。
合
格
倍
率
は
3
・
0
倍

と
な
り
ま
し
た
。

⑷	

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考

�　

採
用
予
定
数
7
8
3
名
程
度
に
対
し
、
受
験
者
数

は
2
4
4
2
名
、
合
格
倍
率
は
2
・
8
倍
と
な
り
ま

し
た
。

　
【
6
年
度
の
変
更
点
】

・�

事
務
（
一
般
事
務
・
I
C
T
）
で
受
験
資
格
に
お

け
る
継
続
勤
務
条
件
を
緩
和

・�

業
務
従
事
歴
に
お
け
る
週
当
た
り
勤
務
時
間
の
緩

和
・
福
祉
職
の
試
験
内
容
の
見
直
し

・�

技
術
系
職
種
の
有
資
格
者
に
対
し
、
第
一
次
試

験
・
選
考
の
一
部
を
免
除

⑸	

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
採
用
試
験

�　

採
用
予
定
数
53
名
程
度
に
対
し
、
受
験
者
数
は

5
1
6
名
、
合
格
倍
率
は
6
・
6
倍
と
な
り
ま
し

た
。
合
格
倍
率
は
昨
年
度
に
比
べ
て
低
下
し
た
も
の

の
、
他
の
試
験
区
分
に
比
べ
て
一
番
高
い
倍
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
の
新
た
な
取
組
み

今
後
も
、
人
材
確
保
が
困
難
な
状
況
が
続
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
試
験
制
度
の
見
直
し
や
採
用
P
R

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
受
験
者
数
の
増
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

⑴	

試
験
制
度

　

①
試
験
内
容
の
見
直
し

・�

Ⅰ
類
／
専
門
職
の
第
一
次
試
験
を
専
門
試
験
の
み

実
施

　

②
試
験
区
分
の
新
設

・�

Ⅰ
類
／
事
務
（
一
般
事
務
）
で
【
早
期
S
P
I

枠
】
を
新
設

・
経
験
者
／
福
祉
職
の
【
春
試
験
】
の
追
加
実
施

⑵	

採
用
P
R
の
拡
充

・
S
N
S
を
活
用
し
た
情
報
発
信

・�

各
区
と
人
事
委
員
会
の
合
同
に
よ
る
各
説
明
会
へ

の
参
加　

等

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和6年度特別区職員
採用試験・選考を終えて

令和6年度特別区職員採用試験・選考実施状況



9

12.16

会
長
区

■
退
職
自
衛
官
の
防
災
関
係
部
門
で
の
活
用
に
つ
い
て

■ 「
G
o
v
T
e
c
h
東
京
」
運
用
開
始
後
の
取
組
状

況
に
つ
い
て

■
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
の
委
託
契
約
に
つ
い
て

■ 

東
京
都
・
特
別
区
・
東
京
都
医
師
会
連
絡
協
議
会

（
三
者
協
）
及
び
東
京
都
地
域
保
健
事
業
連
絡
協
議

会
（
五
者
協
）
の
協
議
事
項
に
つ
い
て

■
各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■
令
和
7
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
に
つ
い
て

■ 

区
長
会
検
討
下
命
事
項
（
清
掃
事
業
の
課
題
）
へ
の

対
応
等
に
つ
い
て

■
労
務
交
渉
に
つ
い
て

■ 

高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業
に
関
す
る
都
区
の
「
協

議
の
場
」
の
報
告
に
つ
い
て

■ 

令
和
6
年
度
第
2
回
都
区
協
議
会
及
び
都
知
事
と
特

別
区
長
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

■ 

都
知
事
と
特
別
区
長
会
と
の
意
見
交
換
の
実
施
に
つ

い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■ 

令
和
6
年
9
月
20
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
災
害
に
係

る
被
災
自
治
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

■
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
等
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

12.18

会
長
議

■
令
和
7
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
状
況
に
つ
い
て

■
関
東
市
議
会
議
長
会
「
都
県
提
出
議
案
」
に
つ
い
て

■ 

令
和
7
年
度
議
長
会
等
の
役
職
の
選
任
方
法
（
案
）

に
つ
い
て

■ 

特
別
区
議
会
議
長
会 

要
望
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
6
年
12
月
区
長
会
・
議
長
会

の
主
な
案
件
等

令
和
7
年
度
の
都
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
都
知
事

と
特
別
区
長
会
と
の
意
見
交
換
が
12
月
4
日
（
水
）
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
都
予
算
に
つ
い
て
は
8
月
20
日

（
火
）
に
21
項
目
の
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
改

め
て
の
要
請
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
特
別
区
長
会
か
ら
吉
住
健
一
会
長
（
新
宿

区
長
）、
斉
藤
猛
副
会
長
（
江
戸
川
区
長
）、
山
本
泰
人

幹
事
（
中
央
区
長
）、
山
田
加
奈
子
幹
事
（
北
区
長
）、

長
谷
部
健
幹
事
（
渋
谷
区
長
）、
酒
井
直
人
幹
事
（
中

野
区
長
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

吉
住
会
長
か
ら
重
点
事
項
と
し
て
、
①
災
害
対
策
の

充
実
の
た
め
、
避
難
所
に
お
け
る
備
蓄
物
資
の
保
管
場

所
整
備
や
備
蓄
物
資
の
購
入
へ
の
財
政
支
援
、
被
災
者

に
対
す
る
災
害
援
護
支
援
金
の
貸
付
が
未
償
還
と
な
っ

た
場
合
に
特
別
区
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
国
制
度
と

同
様
の
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
制
定
等
の
対
応
、

②
児
童
相
談
所
設
置
の
促
進
と
し
て
、
都
と
区
の
連
携

に
よ
る
児
童
相
談
体
制
の
大
幅
な
拡
充
に
つ
な
が
る
支

援
、
特
別
区
の
児
童
相
談
所
設
置
に
伴
う
都
区
財
政
調

整
に
お
け
る
配
分
割
合
の
変
更
、
③
都
区
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
再
開
、
都
市
計
画
に
関
す
る
権
限
・
交
付

金
を
含
む
協
議
の
実
施
、
④
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ

い
て
、
国
に
よ
る
財
政
措
置
や
法
改
正
へ
の
働
き
か
け

及
び
当
面
の
間
の
都
に
よ
る
必
要
な
財
政
措
置
を
要
請

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
、
今
年
度
開
催
さ
れ
た
「
防
災
」
や

「
D
X
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
都
区
連
携
の
勉
強
会
の
中

で
も
確
認
し
た
と
お
り
、
多
く
の
喫
緊
か
つ
困
難
な
課

題
解
決
の
た
め
、
都
区
の
緊
密
な
協
働
と
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
認
識
が
一
致
し
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
う
え
で
、
令
和
7
年
度
財
調
協
議
に
お
い

て
も
、「
T
O
K
Y
O
強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
踏

ま
え
た
自
然
災
害
の
対
応
な
ど
、
特
別
区
の
財
政
需
要

に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
対

応
い
た
だ
き
た
い
旨
を
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
出
席
し
た
区
長
か
ら
は
、「
外
国
人
と
の
共

生
に
つ
い
て
、
オ
ー
ル
東
京
で
役
割
分
担
を
し
な
が

ら
、
力
を
尽
く
し
て
い
く
こ
と
」「
災
害
に
強
い
マ
ン

シ
ョ
ン
づ
く
り
の
推
進
」「
災
害
時
の
エ
レ
ベ
ー
タ
の

早
期
復
旧
に
向
け
た
応
援
体
制
の
早
急
な
構
築
」「
ふ

る
さ
と
納
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
都
区
が
連
携
し
て

対
応
し
て
い
く
こ
と
」「
海
外
へ
の
情
報
発
信
な
ど
の

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
策
」「
不
登
校
対

策
の
充
実
に
関
す
る
区
独
自
施
策
へ
の
財
政
的
支
援
」

「
開
か
ず
の
踏
切
解
消
に
向
け
た
連
続
立
体
交
差
化
の

実
現
」
等
を
求
め
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

小
池
百
合
子
都
知
事
か
ら
は
、「
頂
戴
し
た
ご
意
見
・

ご
要
望
を
踏
ま
え
、
新
た
な
戦
略
の
策
定
や
、
来
年
度

予
算
の
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
等
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
詳
細
は
、
東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
、
録
画
映
像
及
び
議
事
録
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

都
知
事
と
特
別
区
長
会
と
の
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

左から酒井幹事（中野区長）、山田幹事（北区長）、
斉藤副会長（江戸川区長）、小池都知事、吉住会長（新宿区長）、

山本幹事（中央区長）、長谷部幹事（渋谷区長）
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
10
月
17
日
（
木
）
に
、
特

別
区
職
員
Ⅰ
類
採
用
試
験
の
専
門
職
（
福
祉
・
心
理
・

衛
生
監
視
（
衛
生
）・
衛
生
監
視
（
化
学
）・
保
健
師
）

の
試
験
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
、
プ
レ
ス
発
表
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
人
材
に
特
別
区
で
活
躍
し

て
も
ら
う
た
め
、
令
和
7
年
度
Ⅰ
類
採
用
試
験
か
ら
よ

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
試
験
内
容
に
変
更
し
ま
す
。

◆
対
象
試
験

Ⅰ
類
採
用
試
験
【
春
試
験
】

◆
対
象
職
種

福
祉
・
心
理
・
衛
生
監
視
（
衛
生
）・
衛
生
監
視

（
化
学
）・
保
健
師

◆
試
験
内
容
の
変
更
点

・�

第
1
次
試
験
は
教
養
試
験
・
論
文
試
験
を
廃
止
し
、

専
門
試
験
の
み
実
施

・�

第
2
次
試
験
の
口
述
試
験
に
自
己
P
R
シ
ー
ト
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
追
加

◆
受
験
資
格
等

受
験
資
格
及
び
採
用
予
定
数
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
令
和
7
年
度
Ⅰ
類
採
用
試
験
【
春
試
験
】
の
試
験

案
内
で
発
表
し
ま
す
。（

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
職
員
Ⅰ
類
採
用
試
験
の

専
門
職
の
試
験
内
容
を
変
更
し
ま
す

特
別
区
（
東
京
23
区
）
の
自
治
の
発
展
の
た
め
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
た
東
京
大
学
名
誉
教
授
大
森
彌
先
生

が
、
令
和
5
年
9
月
18
日
に
逝
去
し
ま
し
た
。

先
生
の
長
年
に
わ
た
る
多
大
な
る
ご
指
導
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
特
別
区
制
度
懇
談
会
（
当
協

議
会
が
設
置
し
て
い
る
特
別
区
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

す
る
機
関
）
委
員
の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

た
、
特
別
区
の
自
治
の
進
展
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る

機
会
と
す
る
た
め
、
左
記
の
特
別
区
制
度
懇
談
会
委
員

を
講
師
と
し
て
、
順
次
、
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

登
壇
は
順
不
同
で
す
。

令
和
6
年
11
月
25
日
に
開
催
し
た
第
1
回
講
演
会
で

は
、
大
杉
覚
氏
を
講
師
と
し
て
、「
特
別
区
の
自
治
・

分
権
の
軌
跡
と
こ
れ
か
ら
の
特
別
区
職
員
へ
の
期
待
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、「
大
森
先
生
の
特
別
区
制
度
改
革
へ
の
貢
献
が

よ
く
分
か
っ
た
」、「
自
治
制
度
に
つ
い
て
考
え
を
深
め

る
機
会
と
な
っ
た
」
等
の
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。

第
2
回
講
演
会
は
、
伊
藤
正
次
氏
を
講
師
と
し
て
、

下
記
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
特
別
区
制
度
懇
談
会
委
員
】

（
座
長
）

�

東
京
都
立
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
・
法
学

部
教
授�

大
杉　
　

覚
氏

（
副
座
長
）

東
洋
大
学
国
際
学
部
教
授�

沼
尾　

波
子
氏

（
委
員
）

�

東
京
都
立
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
・
法
学

部
教
授�

伊
藤　

正
次
氏

�

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

�

金
井　

利
之
氏

●
日
時

　

令
和
7
年
3
月
3
日
（
月
）

　

14
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

●
会
場

　

東
京
区
政
会
館
3
階
35
教
室

　
（
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
3

−

5

−

1
）

●
演
題

　

�『
東
京
の
「
2
0
5
5
年
問
題
」
と
都
区
制
度
の

展
望
』

●
講
師

　

�

東
京
都
立
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
・

法
学
部
教
授�

伊
藤　

正
次
氏

●
開
催
方
法

　

対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

●
定
員

　

対
面
：
40
名
程
度

　

オ
ン
ラ
イ
ン
：
制
限
な
し

　

�（
対
面
申
込
人
数
が
定
員
を
超
過
し
た
場
合
、

当
協
議
会
に
て
抽
選
を
実
施
い
た
し
ま
す
）

●
対
象

　

ど
な
た
で
も
（
無
料
）

●
申
込
締
め
切
り

　

2
月
10
日
（
月
）

●
お
申
込
み
に
つ
い
て

　

�

特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
1
月
中
旬

以
降
に
募
集
案
内
を
掲
載
し
ま
す
。

※�

本
講
演
会
は
、
予
告
な
く
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

�

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

「
特
別
区
の
自
治
と
今
後
を
考
え
る
～
大
森
彌
先
生
追
悼
講
演
会
～
」
を
開
催
し
ま
す
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長
き
に
わ
た
り
特
別
区
政
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
た
大
森
彌
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
の
功
績

や
特
別
区
と
の
関
わ
り
を
紹
介
す
る
た
め
、「
大
森
先

生
と
特
別
区
の
自
治
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
展
示
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
の
み
な
ら
ず
、
ご
遺
族
か
ら

の
寄
贈
書
籍
等
の
一
部
も
配
架
・
展
示
し
て
い
ま
す
。

特
別
区
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
展
示
の
様

子
、
目
録
等
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

［
場
所
］

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

（
東
京
区
政
会
館
4
階
）

［
開
館
時
間
］

平　

日
9
時
30
分
か
ら
20
時
30
分
ま
で

土
曜
日
9
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

「
大
森
彌
先
生
追
悼
特
別
展
示
」
を

実
施
し
て
い
ま
す

左
記
の
期
間
は
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休
館

中
は
資
料
の
貸
出
・
予
約
・
返
却
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼	

全
館
停
電
に
伴
う
休
館

令
和
7
年
1
月
25
日
（
土
）

※
1
月
24
日
（
金
）
は
17
時
閉
館

【
問
合
せ
先
】

�（
公
財
）
特
別
区
協
議
会　

事
業
部
調
査
研
究
課

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

電
話　

0
3
（
5
2
1
0
）
9
0
5
1

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

休
館
の
お
知
ら
せ

特別区自治情報・
交流センター
ホームページ

公式X（旧ツイッター）

東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
公

益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
と

東
京
都
公
文
書
館
と
の
共
催
に

よ
る
パ
ネ
ル
展
示
「
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
っ
て
何
だ
？
～
東
京
都
公

文
書
館
所
蔵
資
料
の
形
成
史
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
東
京
都

公
文
書
館
が
2
0
2
0
年
4
月

に
国
分
寺
市
泉
町
に
移
転
オ
ー

プ
ン
し
て
か
ら
5
周
年
を
迎
え

た
こ
と
を
機
に
、
東
京
都
公
文

書
館
が
所
蔵
す
る
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
東
京

府
・
東
京
市
行
政
文
書
な
ど
の

貴
重
な
資
料
を
、
パ
ネ
ル
や
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
で
一
挙
に
紹
介
し

ま
し
た
。

展
示
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
々

か
ら
は
、「
東
京
府
や
、
都
の
変

遷
が
分
か
り
、
と
て
も
参
考
に

な
っ
た
」、「
古
い
情
報
が
散
逸

し
な
い
よ
う
尽
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
を
頂
き
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の

役
割
や
魅
力
に
つ
い
て
幅
広
く

紹
介
す
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

事
業
部
）

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
・
東
京
都
公
文

書
館
共
催
パ
ネ
ル
展
示
「
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
っ
て
何
だ
？
～
東
京
都
公
文
書
館
所

蔵
資
料
の
形
成
史
」
を
開
催
し
ま
し
た
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本
年
4
月
の
改
正
児
童
福
祉
法
等
施

行
に
よ
り
、
市
区
町
村
の
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
を
担
っ
て
き
た
児
童
福

祉
部
署
と
保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の
母
子
保
健
の
部
署
が
、
す
べ
て
の
妊

産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
こ
ど
も
に
対

し
、「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
一
体
的
に
相
談
支
援
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
各
区
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
踏
ま
え
、
新
体
制
に
移
行

（
ま
た
は
準
備
）
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
特
別
区
職
員
研
修
所
で
は
、

多
職
種
が
共
に
基
本
的
理
念
や
知
識
を

学
び
、
あ
り
方
を
検
討
で
き
る
よ
う

に
、
今
年
度
は
4
回
「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
に
関
連
す
る
研
修
を
企
画
し

ま
し
た
。

第
1
回
目
の
研
修
は
6
月
に
、
児
童

福
祉
分
野
の
対
応
を
主
な
テ
ー
マ
と
し

て
2
日
間
実
施
し
ま
し
た
。
1
日
目
に

は
、
国
が
発
出
し
た
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
確
認
し
な
が
ら

セ
ン
タ
ー
が
担
う
べ
き
役
割
を
確
認
し

た
後
、
同
志
社
大
学
の
八
木
安
理
子
氏

に
登
壇
い
た
だ
き
、
こ
ど
も
と
保
護
者

参
加
で
作
成
す
る
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の

活
用
に
つ
い
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
等
に

よ
り
学
び
ま
し
た
。

2
日
目
に
は
、「
通
告
ケ
ー
ス
の
初

期
対
応
」
に
つ
い
て
通
告
対
応
の
心
構

え
と
技
術
を
学
び
、
事
例
演
習
を
通
し

て
イ
ン
テ
ー
ク
か
ら
初
動
対
応
ま
で
の

基
本
を
再
認
識
し
ま
し
た
。「
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
運
営
」
の
科

目
で
は
、
神
奈
川
県
大
和
綾
瀬
地
域
児

童
相
談
所
の
矢
後
芳
明
氏
に
登
壇
い
た

だ
き
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

の
調
整
機
関
の
役
割
等
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
ま
し
た
。

研
修
生
か
ら
は
、「
保
健
師
の
方
も

一
緒
に
受
講
し
た
こ
と
で
、
職
種
が

違
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
持
ち
寄

り
一
緒
に
検
討
す
る
こ
と
が
、
充
実
し

た
支
援
に
つ
な
が
る
方
法
な
の
だ
と
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
た
め
に
は
、
家
庭
だ
け
で
は
な
く

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
の
立
場
を
慮
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。」「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
の
位
置
付
け
や
支
援
の
仕

方
、
ま
た
イ
ン
テ
ー
ク
や
面
接
、
会
議

の
持
ち
方
な
ど
、
ど
の
科
目
も
と
て
も

勉
強
に
な
っ
た
。
相
談
援
助
業
務
に
携

わ
っ
て
ま
だ
日
が
浅
く
、
全
て
に
お
い

て
不
安
の
連
続
だ
が
、
今
回
の
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
都
度
振
り
返
り
な
が

ら
、
日
々
の
業
務
の
中
で
実
践
し
て
い

き
、
自
分
の
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
84
人
の
参
加
で
、
福
祉
、
保
健

師
、
心
理
、
一
般
事
務
、
保
育
士
と
多

職
種
の
参
加
で
し
た
。

第
2
回
目
の
研
修
は
7
月
に
、
主
に

母
子
保
健
の
役
割
を
中
心
に
、
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ン
作
成
の
基
本
を
学
び
ま
し

た
。
武
蔵
野
大
学
の
中
板
育
美
氏
を
講

師
に
、
制
度
の
理
念
や
模
擬
事
例
に
基

づ
く
合
同
会
議
開
催
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

を
行
い
ま
し
た
。

研
修
生
か
ら
は
、「
保
健
師
の
視
点

か
ら
の
講
話
が
聞
け
て
新
鮮
で
し
た
。

保
健
師
の
役
割
が
再
確
認
で
き
ま
し

た
。」「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
構
想

が
で
き
る
ま
で
の
国
の
裏
事
情
等
も
交

え
て
お
話
し
く
だ
さ
り
、
法
改
正
に
至

る
ま
で
の
過
程
が
と
て
も
よ
く
理
解
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
話
す
時
間
が
本

当
に
楽
し
く
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま

し
た
。」「
基
本
的
な
情
報
収
集
→
ア
セ

ス
メ
ン
ト
→
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
過
程
を

再
確
認
で
き
ま
し
た
。
先
生
の
言
葉
は

胸
に
響
く
も
の
が
多
か
っ
た
で
す
。」

「
今
は
ハ
イ
リ
ス
ク
の
特
定
妊
婦
の
み

を
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
手
交
で
き
る
こ
と
が
少
な
い

の
で
他
の
区
の
方
か
ら
も
っ
と
話
を
聴

き
た
い
で
す
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
全
体
で
47
人
参
加
、
38
人
は

保
健
師
で
し
た
。

第
3
回
目
の
研
修
は
9
月
に
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
心
理
職
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
。「
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
ケ
ア
と
A
R
C
の
枠
組
み
」
の
科

目
で
は
、
児
童
精
神
科
医
の
伊
東
ゆ
た

か
氏
に
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
親
子
再
統
合
、
幼
児
グ
ル
ー
プ
等

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
と
に
、
ト
ラ
ウ
マ

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
の
一
つ
で
あ
る

「
A
R
C
の
枠
組
み
と
実
践
」
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
心
理
職
の
業
務
と
役

割
」
の
科
目
で
は
、
八
木
安
理
子
氏

（
前
述
）
か
ら
、
全
国
調
査
の
結
果
を

基
に
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
心
理

職
に
期
待
さ
れ
る
役
割
に
つ
い
て
講
義

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
生
か
ら
は
「
ト
ラ
ウ
マ
の
視
点

を
持
っ
て
、
こ
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護

者
も
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
具
体
的
な
方

法
で
あ
る
A
R
C
の
枠
組
み
を
頭
に
入

れ
な
が
ら
業
務
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

で
す
。」「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
心
理
職
の
仕
事
は
き
ち
ん
と
形
が

決
ま
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
難
し

さ
も
感
じ
て
い
ま
す
が
、
枠
が
な
い
か

ら
こ
そ
柔
軟
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
部

分
を
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
区
ご
と
に
心
理
職
の
業
務
が

異
な
る
中
で
情
報
交
換
で
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
働
き
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
よ
か
っ
た
で
す
。」「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
と
い
う
新
た
な
仕
組
み
の
中

で
、
自
分
が
心
理
職
と
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
大
事
に
し
て
組
織
的
に
支
援

を
し
て
い
く
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

受
講
し
て
大
き
な
学
び
を
得
ら
れ
た
と

感
じ
ま
し
た
。
職
場
で
も
持
ち
帰
り
、

伝
達
講
習
を
し
て
大
事
な
視
点
を
共
有

し
て
い
き
た
い
で
す
。」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
54
名
が
受
講

し
、
心
理
職
は
、
41
名
で
し
た
。

第
4
回
目
の
研
修
は
、
1
月
に
実
施

予
定
の
「
実
務
者
研
修
会
」
で
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
こ
ど
も
・

保
護
者
中
心
の
支
援
を
テ
ー
マ
に
し
ま

す
。
区
の
実
践
報
告
を
も
と
に
、
子
ど

も
の
虹
情
報
研
修
セ
ン
タ
ー
の
中
垣
真

通
氏
と
共
に
、
支
援
の
実
際
を
皆
さ
ん

と
検
討
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
積
極
的
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。（特

別
区
職
員
研
修
所
）

児童福祉法改正に伴い新設された
「こども家庭センター」の研修を

実施しています
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＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

●	カーボン・ニュートラルの推進　環境経営の意義と実効性	
	 【講座コード：2441G105】

　当講座は、2022年度冬期講座で開講したオンラインス
ペシャル「いま、環境問題を考える」の特別編です。
　2023年、2024年と日本の気温は連続して史上最高気
温を更新しました。2024年6月～9月中旬まで続いた高
温現象（平年比＋1.76℃）は皆様の記憶に鮮明に残って
いることでしょう。日本では2023年に気候変動適応法が
策定されましたが、2024年に早くも法律が強化されて、
熱中症対策のさらなる対応が盛り込まれることになりまし
た。温暖化対策は社会における喫緊の課題ですが、対応に
は国民全員の賛同と行動が欠かせません。
　そのために、この講座では皆様の深い理解を得るために
前半で、『中世（産業革命以降）から現在までの社会の変
革』を俯瞰した上で、後半で本論である、『カーボン・

ニュートラル推進に向けての企業が取り組むべき環境経営
の意義と具体的な活動』を紹介します。
　カーボン・ニュートラル推進に向けて企業が取り組むべ
き環境経営の意義と実効性について、具体的な活動を紹介
しながら皆様と共に考えます。

講　師：	岡本	享二	
環境経営学会	会長	
東京都立大学	非常勤講師

日　時：	2月25日（火）18：30～20：00（全1回）
受講料：10,100円
場　所：オンライン

東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
2月開講講座のご案内です！！

●	行動・選択と脳のはたらき	
脳のはたらきとしくみから行動を理解する	 【講座コード：2441G008】

　私たちは、状況にあわせて行動を選択しています。この
柔軟な行動は、脳の持つ能力によって実現されています。
つまり、脳の性質やクセを知ることは、私たちがどのよう
に行動を決めているのか、なぜ不適切な行動や判断をして
しまうのかといった疑問に答え、私たちの行動を理解する
ことにつながります。では、脳はどのようなはたらきとし
くみによって私たちの思考や行動をコントロールしている
のでしょうか。本講座では、行動・選択を支える脳機能と
そのメカニズムについて基礎的な事項を学ぶことで、普段
何気なく行っている行動について考えます。

・行動と選択を支える脳の基本的な構造と機能
・行動を決める脳内物質
・直感的思考と分析的思考の脳内ネットワーク
・脳の性質と日常の行動への応用

講　師：	雨宮	誠一朗	
理化学研究所	脳神経科学研究センター研究員

日　時：	2月8日（土）13：00～16：10（全1回）
受講料：5,000円
場　所：飯田橋キャンパス



14

清掃工場の環境影響評価手続
1　

環
境
影
響
評
価
っ
て
な
に

「
環
境
影
響
評
価
」
と
い
う
と
難
し

く
聞
こ
え
ま
す
が
、
ア
セ
ス
や
ア
セ
ス

メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
は
お
聞
き
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ア
セ
ス

メ
ン
ト
は
評
価
・
査
定
の
意
味
で
す
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
環
境
影
響
評
価

は
同
じ
意
味
に
な
り
ま
す
。

環
境
影
響
評
価
は
、
開
発
事
業
な
ど

に
伴
う
環
境
の
悪
化
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
1
9
6
9
年
に
ア

メ
リ
カ
の
国
家
環
境
政
策
法
が
制
定
さ

れ
た
の
が
始
ま
り
と
な
り
、
世
界
各
国

で
も
制
度
化
が
進
み
ま
し
た
。
日
本
で

は
昭
和
55
年
に
東
京
都
が
「
東
京
都
環

境
影
響
評
価
条
例
」
を
、
平
成
9
年
に

は
国
が
「
環
境
影
響
評
価
法
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
で
は
、
大

規
模
な
開
発
事
業
な
ど
を
実
施
す
る

際
に
、
事
業
者
が
あ
ら
か
じ
め
環
境
に

与
え
る
影
響
を
予
測
及
び
評
価
し
た
案

を
公
表
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
案
に

対
し
住
民
や
区
市
町
村
長
か
ら
意
見
の

聴
取
と
専
門
的
立
場
か
ら
審
査
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら

事
業
内
容
の
見
直
し
や
対
策
を
立
案
し

ま
す
。

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
で
は
、

予
測
・
評
価
項
目
と
し
て
、
大
気
汚

染
、
悪
臭
、
騒
音
・
振
動
な
ど
の
17
項

目
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
項
目

の
う
ち
対
象
と
な
る
事
業
の
実
施
に
よ

り
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

項
目
に
つ
い
て
、
予
測
・
評
価
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

2	　

清
掃
工
場
は
な
ぜ
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
対
象
に
な
る
の　

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
が
制
定

さ
れ
た
昭
和
55
年
以
降
、
道
路
や
鉄
道

の
建
設
、
集
合
住
宅
や
高
層
建
築
物
の

新
設
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
そ
し
て

廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
な
ど
、
4
0
0

件
近
い
事
業
が
こ
の
制
度
の
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

清
掃
工
場
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

新
設
・
増
設
・
施
設
更
新
が
対
象
事
業

の
要
件
と
な
り
、
1
日
当
た
り
の
合
計

処
理
能
力
が
2
0
0
ト
ン
以
上
の
施
設

が
、
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
東
京
二
十
三
区
清
掃
一

部
事
務
組
合
（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と

い
う
。）
で
は
、
最
も
小
規
模
の
処
理
能

力
の
清
掃
工
場
は
1
日
当
た
り
2
0
0

ト
ン
の
渋
谷
清
掃
工
場
に
な
る
こ
と
か

ら
、
清
掃
一
組
の
全
て
の
清
掃
工
場
が

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

3　

ど
ん
な
手
続
き
を
す
る
の

手
続
き
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
図
1

に
示
す
と
お
り
で
す
。
清
掃
一
組
は
、

事
業
者
と
し
て
調
査
計
画
書
の
提
出
か

ら
環
境
影
響
評
価
書
の
提
出
ま
で
、
通

常
4
年
程
度
の
時
間
を
費
や
し
な
が
ら

手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

手
続
き
の
中
で
、
ア
セ
ス
の
住
民
説

明
会
の
開
催
や
、
環
境
影
響
評
価
審

議
会
の
出
席
で
は
、
住
民
等
に
納
得
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
十
分
な
準
備
を
し

図1　環境影響評価手続き
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ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
12
月
の
東
京
都
環

境
影
響
評
価
条
例
改
正
に
よ
り
、
調
査

計
画
書
、
評
価
書
案
を
審
議
す
る
環
境

影
響
評
価
審
議
会
に
お
い
て
事
業
者
が

説
明
す
る
こ
と
と
な
り
、
直
近
で
は
、

北
清
掃
工
場
建
替
事
業
、
中
防
不
燃
・

粗
大
処
理
施
設
整
備
事
業
、
世
田
谷
清

掃
工
場
建
替
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
審
議
会
へ
の
出
席
は
、
ア
セ

ス
手
続
き
の
中
で
は
重
要
な
手
続
き
の

一
つ
に
な
り
ま
す
。

ア
セ
ス
の
手
続
き
は
、
専
門
家
に
よ

る
審
議
会
、
住
民
、
都
知
事
、
関
係
区

市
町
村
長
、
そ
し
て
、
事
業
者
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
着
工
届
、
事

後
調
査
計
画
書
を
提
出
し
、
工
事
着
工

に
な
り
ま
す
（
図
2
）。

着
工
後
は
、
施
工
中
の
調
査
及
び
評

価
を
行
い
ま
す
。
施
工
後
は
完
了
届
と

工
事
の
完
了
後
の
調
査
及
び
評
価
を

行
っ
た
上
で
、
結
果
を
東
京
都
環
境
局

へ
提
出
し
ま
す
。

事
後
調
査
は
、
予
測
・
評
価
し
た
こ

と
が
適
切
に
守
ら
れ
て
い
る
か
を
検
証

す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

4　

評
価
項
目
と
は

評
価
項
目
と
は
、
東
京
都
環
境
影
響

評
価
条
例
施
行
規
則
第
6
条
に
お
い
て

「
大
気
汚
染
、
悪
臭
、
騒
音
・
振
動
、

水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
、
地
盤
、
地

形
・
地
質
、
水
循
環
、
生
物
・
生
態
系
、

日
影
、
電
波
障
害
、
風
環
境
、
景
観
、

史
跡
・
文
化
財
、
自
然
と
の
触
れ
合
い

活
動
の
場
、
廃
棄
物
、
温
室
効
果
ガ
ス
、

そ
の
他
知
事
が
定
め
る
項
目
」
が
評
価

項
目
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
田
谷
清
掃
工
場
建
替
事
業
で
は
、

11
項
目
（
大
気
汚
染
、
悪
臭
、
騒
音
・

振
動
、
土
壌
汚
染
、
地
盤
、
水
循
環
、

日
影
、
電
波
障
害
、
景
観
、
廃
棄
物
、

温
室
効
果
ガ
ス
）
を
選
定
し
ま
し
た
。

江
戸
川
清
掃
工
場
、
北
清
掃
工
場
建

替
事
業
で
は
、
緩
衝
緑
地
や
公
開
緑
地

な
ど
が
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
、
自
然
と

の
触
れ
合
い
活
動
の
場
を
評
価
項
目
の

対
象
と
し
、
12
項
目
を
選
定
し
ま
し
た
。

5	　

事
業
に
対
す
る
理
解
と
持

続
可
能
な
社
会
に
向
け
て

環
境
影
響
評
価
と
は
、
こ
の
一
連
の

手
続
き
に
よ
っ
て
、
事
業
に
対
す
る
住

民
等
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
事
業

の
実
施
に
伴
う
環
境
の
悪
化
を
未
然
に

防
ぎ
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
成
し
て

い
く
た
め
に
大
切
な
制
度
な
の
で
す
。

最
後
に
、
清
掃
一
組
で
は
、
環
境
影

響
評
価
手
続
き
を
進
め
る
上
で
、
今
後

も
住
民
や

関
係
区
の

声
に
耳
を

傾
け
な
が

ら
、
循
環

型
社
会
の

一
翼
を
担

う
建
替
事

業
に
取
り

組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

建
設
部
計
画
推
進
課
）

図2　事後調査手続き

環境影響評価書案
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レースのお供にどうぞ！

場内グルメのご紹介

　　　　　　　　　　　　　　開	催	成	績	 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

13 12/1～12/6 11,105,695,510円 1,300,653人 1,850,949,250円 216,776人 8,540円 98.5% 108.4% 90.9%

（競馬事務局　広報課）

大井競馬場内には、様々なジャンルの20店舗以上の飲食店があります。ラーメンや丼物、カレー
などのガッツリ系のメニューのほか、ホットドッグや唐揚げなどの手軽に食べられるものも豊富に
ご用意。大井競馬場オリジナルのクラフトビールもおすすめです。大井競馬場にお越しの際は、
レースと共にグルメもお楽しみください。
また、場内でスパイシーフードフェスやラーメンフェスといったグルメイベントを開催すること
も。開催ごとのイベント情報はホームページに掲載していますので、こちらもぜひご確認ください。

2025年　東京シティ競馬　開催日程
1月 13（月・祝） ★ 7月 6／30（月）～7／4（金） 2（水）帝王賞 ★

14（火）～17（金） ○ 14（月）～18（金） 16（水）サンタアニタトロフィー
17（木）優駿スプリント

★

27（月）～31（金） 29（水）金盃 ○ 8月 10（日）～15（金） 13（水）黒潮盃 ★

2月 17（月）～21（金） 19（水）雲取賞 ○ 9月 1（月）～5（金） 3（水）アフター5スター賞
4（木）ゴールドジュニア

★

3月 10（月）～14（金） 13（木）フジノウェーブ記念 ○ 15（月・祝）～19（金） 17（水）東京記念 ★

24（月）～28（金） 26（水）京浜盃 ★ 10月 5（日）～10（金） 7（火）レディスプレリュード
8（水）ジャパンダートクラシック
9（木）東京盃

★

4月 14（月）～18（金） 16（水）東京スプリント
17（木）ブリリアントカップ

★ 20（月）～24（金） 22（水）マイルグランプリ ★

28（月）～5／2（金） 29（火・祝）羽田盃
30（水）東京プリンセス賞

★ 11月 10（月）～14（金） 12（水）ハイセイコー記念 ★

5月 19（月）～23（金） 21（水）大井記念 ★ 12月 1（月）～5（金） 3（水）勝島王冠
4（木）ジェムストーン賞

★

6月 9（月）～13（金） 11（水）東京ダービー ★ 24（水）～26（金） ★

★トゥインクルレース開催　○昼間・薄暮開催 29（月）～31（水） 29（月）東京大賞典
30（火）東京シンデレラマイル
31（水）東京2歳優駿牝馬

○

飲食店情報は
こちら▼▼

イベント情報は
こちら▼▼
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雲取賞（JpnⅢ）
●2月19日（水）
●1,800ｍ
「3歳ダート三冠競走」の初戦「羽田盃」の前哨戦（トライアルレース）に位置付けられる本レース
は、本番と同舞台・同距離（1,800m）で行われるダートグレード競走として、冬を超えた各馬の
力量比較やJRA所属馬のコース適性を測る意味でも重要な一戦となります。
〈上位2頭（地方所属馬に限る）に羽田盃の優先出走権を付与〉

金盃（SⅡ）
●1月29日（水）
●2,600m
TCKで行われる年明け最初の重賞で、国内で最も長い距離（2,600m）で争われるダート重賞
です。コースを約1周半駆け抜けるため、長距離ならではのペース配分や位置取りが勝敗を分
けるケースも多く、ジョッキーたちの腕比べも見逃せないポイントです。
〈1着馬・2着馬にダイオライト記念の優先出走権を付与〉

2月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9

浦和競馬開催

船橋競馬開催

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

大井競馬開催

雲取賞

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

1月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

金盃

昼間・薄暮開催

大井競馬開催

トゥインクルレース開催

船橋競馬開催

浦和競馬開催

川崎競馬開催

大井競馬開催

川崎競馬開催


